
 

 

 

 

一人一人を大切にすること 
右は先月２８日（金）

の熊日新聞に掲載され
ていた、全国中学生人
権作文コンテスト県大
会で、最優秀賞になっ
作文です。字が小さく
て申し訳ありません
が、掲載させていただ
きました。 
この阿蘇中の宮﨑さ

んは、祖母や母との会
話を通して、深い学び
をされています。障が
いのある人に対して、
「できないことを助け
合うだけじゃなくて、
その人ができることを
見つけることが大事な
んだよ。」と祖母から学
びます。また、「支援っ
ていうのは、相手を下
に見ることじゃなくて
いっしょに暮らしやす
い方法を考えることな
んだよ。」との言葉をも
らって、深く考え深い
学びをしています。 
このことは、学校に

携わる教師にも通ずる
ところがあると思いま
した。児童生徒のしな
いところ、できないと
ころを指導することは
大切ですが、できたこ
とできるようになったことを、タイミングよくわかりやすく簡潔に誉めて、やる気を
引き出すことが大切だと思います。学力や体力、豊かな心を身に付けさせることは教
師としての大切な仕事です。でも強制して身に付けさせることより、児童生徒が学力・
体力・豊かな心を身に付けたいと思えるように「関わる支援し寄り添う」ことが大切
だと思います。無理矢理させるより、本人がやりたいと思えるように仕向けることで
しょうか。私も校長として、児童はもちろん、保護者の方、先生方や地域の方々、行
政の方々との関係を大切にして、一人一人を大切にした学校運営を目指していきたい
と思いました。まだまだできていませんので・・・。 
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